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第５期 第４回 小金井市地域自立支援協議会 全体会 会議録 

 

 

配付資料の認をお願いします。 

 

（事務局） 

資料１ 各部会の報告資料です。 

資料 2 前回の合同部会の議事録 

資料 3 第 5 ブロックの自立支援協議会の交流会の資料 

資料 4 矢野委員からの提案資料 

資料 5 矢野委員提案資料のパワーポイントの資料 

資料 6 小幡委員提案資料 

資料 7 意見交換会のレイアウト案 

資料 8 意見交換会のチラシ、ホームページの掲載画面、 

資料 9 意見交換会の次第案 

資料 10 意見交換会のアンケート案 

資料 11 意見交換会の資料差別解消法 わかりやすい版パンフレット 

資料 12 意見交換会の資料 差別解消法って何？ パワーポイント事務局案 

資料 13 意見交換会の資料、市条例イメージ案 

資料 14 各自治体の条例の名称一覧 

資料 15 各自治体の条例の前文一覧 

資料 16 各自治体の条例の骨格一覧、ルビなし版ルビ有り板 

資料 17 平成 28 年度自立支援協議会開催予定 

資料は以上です。 

 

１ 各部会からの報告 

 

（１）相談支援部会 

開催日は 1 月 20 日です。小金井市内の福祉事業者連絡会について、今年度は 2 回

開催の予定でしたが、スケジュール的な問題もあり次回開催は平成 29 年度へ持ち越

しとした。次回イベントのテーマは地域生活支援拠点および成年後見人制度の利用促

進の基本計画があり、このテーマにして行いたい。地域生活支援拠点等とは、障がい

者の高齢化重度化や親なき後を見据え地域の体制づくりです。障がい者児地域生活支

援を推進し機能強化を図る。相談体験、緊急時の受入対応の専門性、現状では平成 28

年度に先行モデルとして大田区と八王子市がある。29 年度の実施自治体としては小平

市、国分寺市が予定をしている。 

すでに実施している大田区、八王子市の自治体関係者もしくは実施事業者関係者を招

いて、講演依頼を行っていきます。成年後見人の利用促進について、認知症や知的障

がい者の財産管理などを行う成年後見制度の利用促進の基本計画を 29 年 3 月には閣

議決定する予定となっています。それに伴い、後見人の預貯金を引き出す際の第 3者

の関与する仕組みづくり、預貯金を引き出す際に弁護士や司法書士が務める後見監督
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人の押印を条件とするような不正防止。地域の福祉医療司法関係者が連携して、後見

人や利用者を支える仕組みづくり、ネットワーク化をするというのが骨子です。これ

については地域生活支援拠点等と関係が深い計画であるため、2 つのテーマを組み込

みながら講演してももらえる方がいれば望ましいと考えております。開催時期につい

は 7月のはじめ、19 時から 21 時で社会福祉協議会会議室において 60 名ぐらいの定員

で行いたいと思っています。講演会、グループワーク発表という形で行っていく予定

です。開催時期は 3月 24 日の専門部会で明確化をしていきたいと思います。 

後見人の不正事件の現状は 2015 年度に 521 件 89 発生をして、被害総額としては 29

億 7000 万円あるという状況です。 

 

（２）生涯発達支援部会 

保育園での障がい児保育について＊＊＊保育園の報告です。 

就学前のように子供の年齢が小さい場合は障がいを持っているという診断が難しい

ので加配がつけられない中で保育園では対応に追われているのが現状です。状況につ

いては、職員研修の問題、園における巡回指導の問題、問題課題が議論され関係機関

と連携がなかなかしにくい、家庭との連携ができにくいなどでした。就学前のあり方

について議論が必要だということで部会は終了しました。 

 

（３）生活支援部会 

知的障がいの分野を支援している側から見た問題点等具体的に出していただきま

した。条例案、合理的な配慮についてのパンフレットを検討しているのでこのことに

ついて意見をいただきました。市民に伝わる方法の議論と各自治体のパンフについて

情報交換しながら意見を出ています。学生と連携して作れると面白いのではないか、

パンフレットは漫画とかイラストとか、YouTube 動画で流すとかそういうのも必要で

はないかなどアイデアが出ています。今後どういう形でどういう人たちと協力してい

くことができるか考えていければと思います。シンポジウムで意見が出てきたことを

踏まえ、条例案についても意見が出ました。タイトルの名称、学校現場の対応も話題

になり教育関係の部分も表現をして良いのではないか、今後部会、協議会が意見を聞

いたりする場を作る方がよいのではないか、宣伝の方法について検討したらというこ

とも課題になった。 

 

 

２ 報告事項（事務局） 

 

保健福祉総合計画のアンケート結果の報告について 

事業者での集計がまだですので、次回の合同部会で示したいと思います。東京都の

障害者差別解消条例の動向について、都議会で都知事が障害者差別解消条例を検討し

ていると発表しています。具体的な内容等はまだ示されていませんので、公式資料入

手次第、示したいと思います。 
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2 月 3 日に行われた第 5 ブロック自立支援協議会交流会です。資料 3 として示して

いますので、お読みください。 

 

（司会） 

質問等ありますでしょうか。 

 

（委員） 

障害者差別解消法について知事が発表したということですが、今開いている都議会

の中で発表されたということですか？ 

 

（事務局） 

12 月議会で議員の質問に対して、差別解消条例を検討していると発言を報道発表し

ています。 

 

（委員） 

報道で聞いたり、見たりしたということですね。 

 

（事務局） 

はい。 

 

（委員） 

草案というものがいつ頃発表されるか、本市の条例との関係でなるべく早く知りた

いと思います。 

 

（事務局） 

公式にはまだ入手できません。来年度に向けて対応していくということになります

ので、2018 年成立かもしれないということは聞いています。 

 

（司会） 

東京都の条例と齟齬のない形にしていければと思いますので、ぜひ、入手し示して

いただきたい。 

 

 

３ 市条例意見交換会について 

 

（事務局） 

3 月 11 日土曜日、正午から午後 1時半まで、萌え木ホールで行います。2回目は

16 日木曜日、午後 6時から 8時までで前原暫定集会施設Ａ会議室で行います。 

条例案についての意見交換会を私どもが説明するというより市民の方々から多様な

意見を出していただければと思います。当日は、会長と矢野副会長が出席予定でいま

す。なるべく多くの方々の参加をお願いしたい。 
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（司会） 

意見交換会の件について意見等ございますか。 

 

（委員） 

意見交換会の日程について、委員には直接お知らせがなかった。HP の方が先に出

ていて他から聞いた形になった。これからは、委員に事前に決まった時点でお知らせ

していただければと思います。 

 

（事務局） 

バタバタと決めたためこういう形で申しわけありません。次回からそうならないよ

うにしていきたい。 

 

（委員） 

資料 4をごらんください。 

アンケート、自立生活支援課への要望書等、資料をもとに項目に分けて整理した。 

タイトルについて具体的な提案を列挙しています。健常者が関心の持てるものに、市

民憲章と整合性がある条例になどの意見があり、それらを酌み取りながら、条例のタ

イトルを検討しなければと思います。 

前文にやまゆり園のことを触れているが妥当なのか、賛否両論の意見がある。 

条文や条例の内容について、教育学校現場の部分がないのはどういうことか、インク

ルーシブ教育を推進していく部分を盛り込む必要がある、学校現場の差別と虐待につ

いて多く意見がある、障がい者が働ける障がい特性に合わせた働き方ができることを

盛り込んでほしい、社会参加することが最良のリハビリであり、障がいのある人が社

会参加できる内容を盛り込んで欲しい、権利条約に即した条例にして欲しい、障がい

の理解について視覚障がいの方、聴覚障がいの方などへの配慮がもっと必要である、

具体的な事例も交えたアンケートで意見が出ています。資料 5に今後、条例をどう取

り扱ってどう市民に示していくかなど意見が出されています。3 月 11 日、3 月 16 日

に、一つ一つ課題がクリアできるとよいと思います。 

私なりに課題を整理し条例文をいくつか変更をした。条例については、第 6条を起こ

して、障がい者等への総合的な支援という形で、1 から 4 項目を入れた。独自の第七

条、八条を繰り上げていくこと。第 7条の差別の禁止で、差別の定義を盛り込む。第

16 条で虐待の定義を盛り込む形の条例案を市民に投げかけたらどうかという修正意

見をとっています。資料5は意見交換会のときに5分ぐらいで話をするため作成した。

経過も報告ができると良いと作成した。自立支援協議会の基本的観点として資料 5で

示している。意見等ありましたらよろしくお願いします。 

 

（委員) 

具体的にシンポジュウムで意見が出ている。具体的な施策がないという意見が多か

ったので条例案を見直しして意見交換会に臨む方がよいかと思います。 
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（司会） 

今日議論をしてすぐに行うのは時間的に難しい。形を決めないで、多様な意見をい

ただく形でいくのがよいと思っている。 

 

（委員） 

条例案について教育にかかわる部分について意見をいただきありがたいと思いま

す。 

この修正案が今度の意見交換会で教育の部分に出ると、教育現場では混乱が起きる気

がします。教育委員会としては、東京都も条例制定に向けて動き出しているので東京

都の動向を注視しながら準備をしていきたいという考えです。都立学校についても同

じことで条例等については、都立学校における障がいを理由とする差別解消の推進に

関する要綱とか障害者差別解消法のハンドブック都立学校版を発行して、障害者差別

解消法に伴う合理的配慮の提供等についての対応しているところです。市の教育委員

会としても東京都の動向を見ていきたいと思っている。教育委員会としてこれが出る

と教育委員会全体で共通化していくことになりますので時間が足りないと思います。 

 

（司会） 

都立学校の要綱の話が出ました。参考に次会に提供していただきたい。 

 

（委員） 

資料 6参照 

2 つ提案があります。 

名称は障がい者だけの条例ではなく、障がいのある人もない人にもかかわる条例で

あることを伝えるタイトルにした方がよいのではないか。タイトルに障がいのある人

もない人も生涯にわたってということをたたき台として出ています。 

前文が、「障がいのある人、ない人、共に生きていく社会をつくっていく」、文章に

強いメッセージ性を出した方がよいと思います。津久井やまゆり園の事件については

記載をするか検討がされると思いますが、載せた形で作ってみました。たたき台にし

てよりよいものをつくっていきたいと思います。 

教育に関する項目については必要だと思います。教育委員会としての立場もあると思

います。小金井市の条例に教育の小金井市の考えていく視点は 2つの観点があると思

います。 

一つはともに学ぶ、障がいへの理解を深めるというインクルーシブ教育に関する項目。

もう一つが、学校現場での合理的配慮等の大切さを訴える文章が入ったらよいと思い

ます。 

条例案の中に障がいの差別をしないようにという文言が前面に出しているというイ

メージを持ちます。ともに生きていくというタイトルでそのニアンスが入ると良いと

思います。 
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（司会） 

12 月のシンポジウムの時に協議会が先駆的に取り組んだことは非常によかった。し

かしながら市民を置いてきぼりにしないでもっと意見を聞いてくださいという指摘

が多かった。 

そのことを踏まえて意見交換会をぜひということであり、中身的には東京都の動向も

あり、教育での学校の動向も学ばなければいけない。３月 11 日、16 日の日は、＊＊

委員さんの意見、＊＊さんの提案、事務局がまとめたアンケート、それ以外に出され

た意見等、草案があって、市民の方の積極的な御意見をお願いするのが妥当ではない

のかと思います。進行と含めて御意見がありましたらお願いします。 

 

（委員） 

意見交換会では条例案は一度目を通していると考えられますので、シンポジウムの

意見を取り入れたものが出せたらよいと思います。先ほど＊＊委員から時間的に難し

いということ、また元からあるものに対して意見をお持ちの方もいると思います。そ

れぞれ委員の方からもこういう意見が出ていますという資料を出していただけるの

であればそれでよいと思います。 

 

（委員） 

意見交換会ですが資料等を示して皆さんに広く意見を伺うという感じになるので

しょうか。さまざまに資料等をご準備いただければと思います。 

 

（事務局） 

＊＊委員の修正意見資料４、＊＊さんの資料 6、12 月のシンポジウムのアンケート

結果、です。事務局としては、自立支援協議会全体で了解されたものを出すというの

が大原則になります。 

 

（委員） 

資料の出し方ですが、先ほどの教育にかかわる部分で 2 つの意見が出ているので、

自立支援協議会からの意見という出し方をすると混乱すると思います。 

 

（委員） 

自立支援協議会の意見ではなくて、協議会の各委員の見解として出すのはよいので

はないですか。 

 

（事務局） 

説明すると時間が必要であり、あくまでも配付資料として置き、市民の方に自立支

援協議会での様子を確認できるというイメージを持っています。 

 

（委員） 

資料 4、05 は自立支援協議会という名称になっていたが自立支援協議会の委員から

の提案ということで委員の名前が入る事になるのでしょうか。意見をいただくことは
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教育委員会としても非常に重要なことと思います。東京都の条例ですとか、さまざま

な都道府県の条例等を参考にしながら小金井市として対応していく必要があると考

えています。委員としての意見をいただくということであればよいかと思います。 

 

（委員） 

基盤となる案は「障がい者とともに生活する社会をつくる小金井市条例案」ですね。

それをベースにして配布資料として提案したものに意見を出していただくというこ

とですね。 

 

（委員） 

資料の 4 の 1 枚目から、4 ページ目の 3 行まではシンポジウムのアンケートを私な

りに分類して整理したもの。事務局で確認ができれば資料として配れると思います。

4 行目以降は権利条約と憲法の問題を整理して条例化した私の修正意見です。協議会

で確認をされない限りは協議会の修正案にはならないと思っています。この部分に意

見をいただきたいと思います。 

 

（委員） 

アンケートは別刷りのものがわかりやすいかと思います。 

前回、小金井市聴覚障害者協議会で意見を出した。資料４でそれは盛り込んでいるの

か、また配布されているのか。 

 

（事務局） 

前回の合同部会で配付しています。 

 

（委員） 

日程の周知について、意見交換会の後の予定など周知はどういう形でされる予定で

すか 

 

（事務局） 

資料 8 ですでにホームページに掲載しています。それから、3 月 1 日号の市報、3

月1日号の市政だよりにも掲載をしています。チラシは2月下旬から配付しています。 

 

（委員） 

視覚障がいの方に何かの形では周知していますか。 

 

（事務局) 

紙ベースのもののみです。3 月 2 日に小金井市立の小中学校の校長会にも説明をす

る予定です。 
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（委員） 

視覚障がいの方たちにどういう形で伝わるのかなと思ったのでちょっとお聞きし

ました。 

（事務局） 

ホームページに読み上げソフトは入っていますが、検討中です。 

 

（委員) 

資料の件で資料 9に配付資料が書いてあるが、＊＊委員、＊＊委員の配付資料はこ

の中には入ってないので、これに追加をして当日配布という認識でよいのですか 

 

（事務局） 

はい。意見交換会について資料 7 から 16 を説明したい。事務局の案として説明し

ます。 

資料７は 3月 11 日と 3月 16 日に行う意見交換会のレイアウト案です。UD トークと資

料説明用のスライド用スクリーンを 2つ用意してのスペース上は考えております。ス

ペース上無理であれば UD トークだけになるかもしれません。 

資料 8は 3月 11日と 3月 16日に意見交換会を乗せるためのチラシとそのホームペー

ジの掲載画面です。現在は開催日時、場所もチラシ情報を掲載しているのみですが、

この画面に自立支援協議会全体会で確認いただいた資料などを掲載していく予定と

なります。 

資料 9は差別解消法に係る小金井市条例についての意見交換会の次第です。下半分の

配付資料を載せています。事務局としては、配付資料として想定しているものは全体

で確認された資料や客観的な資料を中心に入れていくことになります。 

資料 10 はアンケートになります。 

資料 11 は「障害者差別解消法ができました」というものになります。配付資料とし

て説明にかえたい。 

資料 12 は事務局で作成した「差別解消法ってなに」の説明のパワーポイント。これ

も資料を配付して説明にかえたい。 

資料 13 自立支援協議会で了解いただいた資料 

資料 14 各自治体の差別解消法条例の名称一覧 

資料 15、差別解消法の前文各自治体の条例の前文でそれぞれルビ あり、ないもの。 

資料 16 各自治体の骨格一覧でルビありとないもの 

市民から意見を聞くということを主題におきたいと思いますので説明は短くし、委

員からの発言ではなく、市民からの発言を聞く場として資料の提示を中心にしたい。 

自立支援協議会から資料提出ということであれば、委員の名称をつけた資料として提

出さすることになります。 

 

（司会） 

当日の配付資料として提出するものは委員さんの名前をつけたものになります。特

に問題ないと思いますのでご準備お願いしたいと思います。 
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当日、市民の方のチラシ、要望等を配布する場合は、それは各自で印刷し、会場に持

参することになります。 

 

（事務局） 

事務局の見解としてはきちんと配付はしたいと思いますので、1 週間前 3 月 3 日ま

でに届いたものはこちらで印刷はしたいと思います。御協力をお願いします。 

それを超えた場合は印刷が間に合わないので、各委員さんご自身の委員の名前を記載

して配布する必要があると思います。 

 

（委員） 

3 月 3 日までに資料を事務局に提出するものは委員としての意見ということですね。

私の場合、委員としてではなく協会としてということになります。協会として意見を

まとめるつもりです。他の障がい者団体も意見があると思います。団体に通知、周知

の方法はどうなりますか。 

 

（事務局） 

あくまでも委員さんの資料を印刷することはしますが、各団体は委員ではありません

ので資料は団体で印刷していただくことになります。 

 

（委員） 

そのために通知が必要ですけれどもその通知は？意見交換会に出したい資料があ

ります。団体の中での要望や意見がある。 

 

（事務局） 

基本的には当日来ていただいてお話しいただいたり、提示していただいたりという

ことを考えています。 

 

（委員） 

確認ですが、当日、意見交換会の方に参加したいと思います。来た市民の方と意見を

聞くことが中心と聞きました。委員からの発言はしないと決めたのか確認したい。進

行はどなたがされますか。 

 

（司会） 

当日は私がします。ケースバイケースで対応したい。杓子定規に対応はしないつも

りでいます。市民の方の意見を聞くスタンスで望むということです。市民、委員さん

も市民ですし、いろんな意見をお持ちだと思います。発言できないということではな

く臨機応変に対応したいと思います。 
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（事務局） 

事務局としては自立支援協議会委員さんはこの場で議論をするのが基本だと思い

ます。当日は市民の方からの御意見を聞きたいということだけはしっかりお伝えして

おきたいと思います。 

 

(司会) 

2 時間ほどありますから、委員さんも多様な意見を持っていることを知ってもらい、

過剰にならないように、あくまでも市民の意見を聞くことを堅持しながら進行してい

きたい。 

 

（委員） 

事務局にお願いです。資料 9、当日の意見交換会のプログラム、等々ホームページ

にアップしてください。差別解消法の宣伝にもなるので、 

 

（事務局） 

資料 8 から 16 に係るものについては、本日自立支援協議会で了解いただけましたら

ホームページのデータ領域を確認して掲載したい。 

 

（委員） 

パンフレットに入場制限をしますと書いてある。入場制限をするのではなく、人が

来すぎた場合はテーブルを外して椅子を並べて入れるなどして欲しい。入場制限をす

べきではないですよね。 

 

（事務局） 

椅子の配置は意見交換会なのでなるべく皆さんが話せたほうがよいと思い配置に

しました。入りきらない場合は臨機応変に席を配置し入場制限しないようにしたい。

会議室の定員は決まっています。市の広報では、こうした書き方にするようになって

います。 

 

（司会） 

基本的なスタンスとしては昨年つくり上げた条例案をベースにして市民、シンポジ

ウムでもっと多様な意見を聞くというスタンスです。条例案を作成して欲しいという

強い市民の要望があったとことを踏まえて意見交換会を開催するということになり

ました。当日、市民の方が理解していただけるような資料を準備して、なるべく多く

の方々に参加呼びかけて、委員の個人名の入った資料を出しながら、多様な意見を議

論し、多くの方々の意見を踏まえ条例にしていくスタンスです。 

 

（事務局） 

自立生活支援課長です。本日は意見交換会にかかる活発な議論を頂きありがとうご

ざいます。差別解消条例制定については自立支援協議会員からの発議によって制定に

向けてご協議いただいているところです。 
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西岡市長も、平成 29 年度施政方針の中で差別解消条例を制定することを記載してい

ます。市長も強い思いを持って見守っていますので、引き続きこの条例の制定に向け

て協議していただければと思います。市民意見交換会の第 1回目になりますが、市長

は冒頭ご挨拶させていただきますのでよろしくお願いします。 

 

（司会） 

条例制定に向けて少なくとも2回、議論ができる意見交換会は3月に開催されます。

できるだけ参加のほどよろしくお願いします。 

 

(事務局) 

次回以降の開催日ですがあと 1回となりましたが 3月 24 日となります。 

 

（委員） 

意見交換会を踏まえてパブコメなど予定を組むのか、スケジュールのイメージをつ

かみたい。 

 

（事務局） 

当初の予定では、昨年の４～６月に示したとおり、平成 29 年の 9 月議会上程を目

指していますが、都議会、都条例もありますので不透明ではあります。一応現時点で

は、今までどおりのスケジュールでと考えています。都条例との整合をとるという意

見が強くなれば少し変わるかと思います。公式には了解いただけるのは全体会で来年

度の 9月でという方向では動いています。 

 

（委員） 

大事だと思っているのが意見交換会を踏まえた上で自立支援協議会の中で情報共

有してもう 1度条例について話し合う機会が持てるのがよいと思います。 

 

（司会） 

意見交換会を踏まえたあとにもう少し議論する場をとの意見でしたけれども、そこ

と関わってご意見がありますか 

 

（委員） 

条例を決めると、そのまま進んでしまいますので、いろいろと議論してみたいとい

う気持ちがあります。都の考えと同じではなく、都としての責務、市民としての責務。

それを見極めて強い責務、市長としての責務をはっきりしていかないといけない。そ

ういう意味で議論の場をもう一度作っていただきたいと思います。 

 

（司会） 

個々の意見を踏まえながら、3 月期、4 月以降どの様に進めていくのかを事務局と

議論をしたいと思いますので意見を出してください。 
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（委員） 

意見交換会を踏まえて、委員としてではなく協会に持ち帰りたいと思います。協会

の委員の意見を聞くのに時間の余裕が必要で、すぐ議論ではなく時間をいただければ

ありがたいと思います。 

 

（委員） 

意見交換会ではいろいろな意見が出て、条例はもう少し手を加えるということであ

れば、全体会を開かなくてはいけません。全体会で決めた後、各団体に意見聴取を行

うべきだと思います。各団体の意見を集約して、最終的にもう一度全体会を開いて、

具体的な案を出す。それから事務局で市議会にかけることになる。市議会の条例案と

いう形で部局で詰める文言等もあるので、この様な段取りで全体会は少なくとも 2回

は必要です。団体への意見聴取も、意見交換会に来られない団体もあり情報の意思表

明ができる機会を与えるようにしてほしいと思います。 

 

（司会） 

東京都の整合性と共に、独自の観点からも市の動向を踏まえ、特に教育のところの

調整については集中した迅速な議論が必要ではないかと思います。このあと事務局と

相談して提案とさせていただけると思います。 

 

（委員） 

別の質問です。相談支援部会で、成年後見人の情報で後見人が財産をとるという不

正があったと聞きました。興味があります。 

 

（委員） 

相談支援部会長の＊＊です。権利擁護センターの担当ですが、これについては家庭

裁判所の統計資料の中に出ている部分です。2015 年度で話をしました。 

 

（委員） 

私が聞いた情報では、不正とは別に、コミュニケーションのずれによる誤解、例え

ば、耳が聞こえないとか知的がい害とかいろいろな障がいがあって後見する人が手話

を知らない。手話によるコミュニケーションをとらずに、筆談で情報がずれてしまう

コミュニケーションの問題も、考える必要があると思います。聞こえないことで家族

も困って憤慨しているという状況があります。あくまでも情報ですけれども皆さんに

お伝えします。 

 

（司会） 

これで第 4回の地域自立支援協議会を終わります。 


